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図１　知識問題の学年別平均得点
図２　各因子の学年別平均因子得点
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関連しあって、経験も加味された知識となることは予
想される。その適時が見極められた教育が大学生に
とって必要であろう。
　大学生において大きな変動がみられなかった発達障
害に対する意識については、それを維持するととも
に、単なるイメージとして保持するだけではなく、そ
れを今後の発達障害児の支援にどのように結び付けて
いくのか吟味する必要があろう。また、この傾向が教
職、保育職を目指す大学生についてのみ認められるも
のであるのか、検討を要する。
引用文献
秋山邦久（2004）特別支援教育に対する小中学校教員
の意識に関する調査研究 文教大学人間科学部研究
　26，55-66
廣瀬由美子・東條吉邦・寺山千代子（2001）通常の学
級における自閉症児の教育の現状－小学校の通常の
学級担任のニーズを中心に－国立特殊教育研究所紀
要　28，57-63
生川善雄（1995）精神遅滞児（者）に対する健常者の
態度に関する多次元的研究：態度と接触経験、性。
知識との関係　特殊教育学研究　32，11-19
石川道子・辻井正次・杉山登志郎編著（2002）可能性
のある子どもたちの医学と心理学　ブレーン出版
菊池哲平（2011）教育学部学生における発達障害のイ
メージ～接触経験・知識との関連～　熊本大学教育
実践研究　28，57-63
文部科学省（2002）通常の学級に在籍する特別な教育
的支援を必要とする児童生徒に関する全国実態調査 
文部科学省（2012）通常の学級に在籍する発達障害の
可能性のある特別な教育的支援を必要とする児童生
徒に関する調査結果について
竹林和子・別府哲・宮本正一（2004）教師は、軽度発
達障害児の問題行動をどのようにとらえているのか
－軽度発達障害についての理解と意識に関する質問
紙調査－ 岐阜大学教育学部研究報告　53，1-10
土屋智子・島田麻衣子・淵上克義（2010）発達障害に
対する小・中学校教師の意識 日本教育心理学会総
事項である。また、「自閉症児は、身ぶりなど非言語
的な行動が困難である」の設問では、１年生から３年
生の間で、誤った回答「×」が多かった。これは菊池
（2011）でも示されており、言語の使用が困難である
自閉症児の特徴から、ジェスチャー等の非言語的な行
動を示すことは可能であるとの誤解が生じていると思
われる。ただし、この誤解は自閉症と実際に接するこ
とにより、解消するものと思われる。
　発達障害に対する意識については、学年間に大きな
差は認められず、「能力肯定」因子においてのみ１年
生と４年生の間に有意な差が認められた。学年が上昇
するにつれ、発達障害に関する知識は増加していく
が、発達障害に対する意識は１年生の段階からほとん
ど変化がないことが明らかとなった。Ａ大学の学生の
発達障害に対する意識の高低の判断は困難であるが、
概ね４点前後の因子得点となっているため、発達障害
に対する意識は高いものと思われる。子どもに接する
職に就くことを希望していることが関連していると思
われるが、他の職へ希望する学生との比較により検討
する必要があろう。「能力肯定」因子は、発達障害の
ある人がどのくらい社会参加ができると思っているか
を示す因子である。１年生においては発達障害を有す
る児との接触経験が少ないために、その能力をイメー
ジすることができず、かつ、知識問題においてみられ
た、自閉症やLDと知的障害の混乱から、児の能力を
低く見積もる傾向が生じたものと思われる。
　将来、教職、保育職を希望する大学生の発達障害に
対する知識、意識を調査したところ、知識については
学年の上昇に伴って増加が認められた。現在、これら
の職に就く場合、発達障害に関して十分な知識を有す
ることは必要不可欠である。もちろん、知識だけが、
発達障害児に対する効果的な支援に結びつくものでは
ない。十分な知識を基礎として、いかに発達障害児と
接していくかが支援にとって重要になろう。発達障害
のある児童に対しての接触経験と知識との間に関連が
認められないという報告もある（菊池，2011）が、大
学生の継時的な変化は捉えられていない。発達障害に
関する知識と、発達障害児との継続的な接触が相互に
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